
1 

 

 

 

 

 



2  



1 



2 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 

 

 

 

  

 



4 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 



5 

 

 

 

 

 

 

 

 



6 

 

 

 

 



7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

 









1
2

 



13 

協議第 1号 

平成 31年度図書館事業計画（案）について 

平成 31年度図書館事業計画について、意見を求めます。 

 

事 業 名 事 業 内 容 

⑴ 図書館運営事業 

○図書館に関する情報の提供 

・ 広報、ホームページ、図書館だより等を活用した図書

館事業、読書情報の提供。 

○他図書館等との連携の推進 

・ 協力環境の整備、情報共有、連携事業への参画等。 

○職員研修の充実 

・ 職場内研修と各種研修の積極的な受講。 

○学校図書館との連携 

・ 大船渡地区学校図書館協議会との連携事業の推進。 

・ 相互の機能補完の推進。連携を通じた読書推進活動の

促進。 

・ 運営についての助言等の支援。 

○就業体験(中高生等)等の受入 

・ 体験をとおした就業意義の理解と図書館利用の普及。 

○体験研修(教員等)の受入 

・ 図書館実務の指導を通じた、図書館への理解の普及。 

○図書館運営ボランティアの育成・活用 

・ ボランティアの募集・育成を通した図書館運動の振興。 

○施設・設備の管理 

・ 市民文化会館と一体化した効率的な施設管理による利

用環境の維持・改善。 

○移動図書館車巡回サービス 

・ 図書館利用の地域格差の解消。 

⑵ 読書推進事業 

○乳幼児、児童(小学生)対象読書推進 

・ ブックスタート事業、おはなしパレード等、対象児童

向け事業の実施。 

○生徒(中高生)対象読書推進 

・ ヤングアダルト図書の充実、クラス単位貸出しの実施。 

○図書館資料等の展示 

・ 時節に応じたテーマを設定した図書展の実施。 

・ 市民文化会館自主事業との連動に加え、市各部署と連

携し、市の施策・事業をテーマとした図書展等の実施。 

○図書館講座 

・ 市民講座（中央公民館、博物館と連携）等の実施。 

○市民文化会館との連携 

・ 市民文化会館の自主事業等に連動した展示や企画等へ

の参画。 

○読書感想文コンクール 

・ コンクールを通じた読書運動の普及と促進。 
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事 業 名 事 業 内 容 

○読書ボランティア団体等の支援 

・ 各種研修等の受講などの機会提供。 

・ 団体間のネットワークの推進。 

・ 各種申請等への助言等。 

○「読書週間」等への参画 

・ 「週間」の広報、周知。 

・ 全国、全県等の読書推進運動と連動し、「週間」に各

種事業等を実施。 

⑶ 
図書館資料収集・整理・保存

事業 

○資料の収集・保存 

・ 利用者ニーズと蔵書バランスを考慮のうえ、特色ある

資料の収集。 

・ リクエストに対する積極的な対応。 

・ 郷土資料の収集 

・ 震災関連資料の積極的収集。 

東日本大震災の記憶を後世につなぎ、防災教育等

に活用できる資料の集積センターとしての役割を

担う。 

・ 新聞等の適正な保管。 

・ 未整理図書の整理や的確な除籍等による利用環境の整

備。 

・ 蔵書点検の実施。 

⑷ 図書館サービス・貸出事業 

○図書館資料の供用 

・ 利用者への図書館資料の閲覧及び貸出。 

・ リクエスト、予約等の利用者周知、利用促進。 

○各種図書館サービスの提供 

・ 所蔵資料の複写サービス、情報検索用パソコンの供用

等。 

○課題解決型サービスの充実 

・ 読書相談、レファレンス等への対応。 

・ 起業支援室、各種団体との協力による、ビジネス支援

コーナーを活用した起業・就業支援サービス等の提供。 

・ 住民の関心・ニーズに応じた課題解決型サービスの提

供。 

○図書館情報システムの活用 

・ 貸出し・検索・予約等への利用と資料の管理。 

・ システム追加機能の活用による利用者サービスの充

実。 
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協議第 2号 

平成 31年度図書館資料購入方針（案）について 

平成 31年度図書館資料購入方針について、意見を求めます。 

 

１ 図書館資料購入（予算要求）方針 

 

⑴ 平成 31 年度当初予算編成にあたっては、平成 30 年度予算額と同程度を要求する予

定。 

 

⑵ 蔵書構成にあたっては、良書の選定に努め、特色ある選書を行う。また、利用者の

読書傾向の把握に努めるとともに、要望（リクエスト）には可能な限り応える。 

なお、重視する分野は以下のとおり。 

ア 郷土資料 

イ 震災、災害及び復興関係資料 

ウ 子どもの読書推進を念頭に置いた、乳幼児・児童、ヤングアダルト向け資料 

エ 震災からの生活再建等に必要な情報を提供できる資料 

オ ビジネス支援、「調べ学習」関連資料をはじめとした、課題解決サービス関係資

料 

カ 大活字本をはじめとした、高齢者及び視覚弱者向け資料 

 

 


